







































































































































































































































































































































































































































































































































① 組合課税方式 × × ○ 完全 × ○
② カーター方式 ○ ○ × 完全 × ○
③ 法人税株主帰属方式 ○ × ○ 配当が部分的 × ○
④ 支払配当損金算入方式 ○ × ○ 配当は完全 ○ ○
⑤ 二重税率（支払配当軽課）方式 ○ △ × 配当は部分的 △ ○
⑥ 配当所得控除方式 ○ ○ △ 配当は部分的 × ○




③ 受取配当非課税方式 ○ ○ × 配当は完全 ○ ○
⑨ 包括的小業所得税(CBIT) ○ ○ × 配当は完全 × ×
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